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1．はじめに

日本語と中国語は次のような共通点を持つ

 1)漢語を共有している

 2)漢文を通して古代中国語の語法が日本語に取り入れられている

一方で、表現レベルでのズレも存在する

→「ズレ」の例を取り上げ、中国語話者に対する日本語教育文法
の議論に資することを目的とする
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2．文法教育で考えるべきこと

 文の許容度

 (1)壁で絵が掛けてある。

  →に

 (2)(私は)昨日駅前で田中さんを会いました。

      →に／と

 (3)(交番に走り込んできた人の発話)

   a.誰かが私の財布を盗んだんです。

 →b.(私は)財布を盗まれたんです。    

 (4) a.母が私にみかんを送りました。

 →b.母が(私に)みかんを送ってくれました。

2023/11/15母語の知識を活かした日本語教育文法について 3/42



2．文法教育で考えるべきこと

「不自然さ」のいろいろ

不自然さには、誤用(error)と非用(avoidance)がある

 誤用：ある形式を使ったことで不自然になる

 非用：ある形式を使わなかったことで不自然になる

→文法教育で必要なのは、誤用だけでなく、非用もなくしてい
くこと

 RQ(Research Question)：

 文法教育において、誤用と非用をともになくしていくために
はどのような考え方をとればよいか？
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3．日本語教育文法において必要なもの

日本語教育文法において必要なもの

１．産出のための文法

２．母語話者にとっての文法と非母語話者のための文法

３．無標と有標

４．母語の知識を活かした日本語教育文法
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3．日本語教育文法において必要なもの

１．産出のための文法

２．母語話者の文法と非母語話者の文法

３．無標と有標

４．母語の知識を活かした日本語教育文法
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4．産出のための文法

理解レベルと産出レベル(文法と語彙で重要な区別)

１．理解レベル(意味がわかればいい)

２．産出レベル(意味がわかって、使える必要がある)

どちらが多い？

「事由」と「理由」

どちらも同じ意味だが、

 事由：法律、行政のみ→理解レベル

 理由：              →産出レベル

→理解レベルの方が(圧倒的に)多い
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4．産出のための文法

理解レベルと産出レベル

１．理解レベル(意味がわかればいい)

２．産出レベル(意味がわかって、使える必要がある)

→文法で学習者が「難しい」と思うのは、通常、「産出」で
あって「理解」ではない(「は」と「が」、受身、自他…)
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3．日本語教育文法において必要なもの

１． 産出のための文法

２．母語話者にとっての文法と非母語話者のための文法

３．無標と有標

４．母語の知識を活かした日本語教育文法
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5．母語話者にとっての文法と非母語話者のための文法

母語話者にとっての文法

母語話者は次の意味の文法能力(grammatical competence)を持っ
ている

 (5)a.母語話者は母語の文の文法性判断ができる

  b.母語話者は、モニターができる環境では、文法的な文だけ

 を産出する

→文法能力を仮定しないと、言語教育を行うことも難しくなる
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5．母語話者にとっての文法と非母語話者のための文法

母語話者にとっての文法

母語話者は文法能力を持っている

 (6)○○とは言いますね。

  ××とは言いませんね。

  それはなぜかと言うと、△△だからです。

→母語話者にとっての文法で重要なのは「謎解き」(白川2002b)

→母語話者にとっては「産出のための文法」は不要
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5．母語話者にとっての文法と非母語話者のための文法

非母語話者のための文法

非母語話者は文法能力を持っていない

 (7)○○とは言いますね。??

  ××とは言いませんね。??

  それはなぜかと言うと、△△だからです。?????

→非母語話者にとっての文法で重要なのは「産出のための規則」
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5．母語話者にとっての文法と非母語話者のための文法

母語話者にとっての文法と非母語話者のための文法

母語話者にとっての文法は日本語の体系を理解するため

→体系的、網羅的

＜規則の特徴＞

 (8)a.規則を増やす

    b.規則を抽象化する

→「(規則のカバー率)100％を目指す文法」
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5．母語話者にとっての文法と非母語話者のための文法

母語話者にとっての文法と非母語話者のための文法

非母語話者のための文法は産出のための文法

＜規則の特徴＞

 (8)a.規則を増やす

    ×使いこなせない、相互に矛盾する

  b.規則を抽象化する

    ×「から」「ので」:どちらが主観的？客観的？(岩崎1995)
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5．母語話者にとっての文法と非母語話者のための文法

母語話者にとっての文法と非母語話者のための文法

非母語話者のための文法は産出のための文法

＜規則の特徴＞

 (8)a.規則を増やす……×

  b.規則を抽象化する……×

 (8a,8b)は母語話者のための文法の規則

→「(規則のカバー率)100％を目指す文法」の規則

→非母語話者には「(規則のカバー率)100％を目指さない文法」
が必要
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3．日本語教育文法において必要なもの

１． 産出のための文法

２．母語話者の文法と非母語話者の文法

３．無標と有標

４．母語の知識を活かした日本語教育文法
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3．日本語教育文法において必要なもの

１． 産出のための文法

２．母語話者の文法と非母語話者の文法

３．無標と有標

４．母語の知識を活かした日本語教育文法
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6．母語の知識を活かした日本語教育文法

母語転移(language transfer)

 正の転移(母語の発想を転移した結果、正用になる)

 負の転移(母語の発想を転移した結果、誤用になる)

→成人の第二言語習得では、特に初期には転移が起こるのが当然

→転移のかなりの割合は正の転移

→負の転移が起こる環境を特定しそれを防ぐとともに、それ以外
は正の転移でよいと教える

→母語の知識を活かした日本語教育文法(庵2017,2018,李2019)

 Cf. 三位一体の習得研究(張2011) 
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6．母語の知識を活かした日本語教育文法

日本語とニホン語

学習者の母語に関する感覚と知識が必要 

 (9)この箱にはもう荷物が{a.入らない b.入れない}。

 (10)この部屋にはもう人が{a.入らない b.入れない}。

→日本語と中国語や英語とがズレる

→「日本語」(母語話者が考えるJapanese)と「ニホン語」(非
母語話者に見えているJapanese)(白川2002b,庵2017)

→母語の知識を活かした日本語教育文法の研究には、日本語非
母語話者の方が適している(庵2013,2017)
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7．中国語話者に多い誤用・非用(一部)

受身

 (11)×その水は私に飲まれたから、別のを飲んだ方がいいよ。

 (→その水は私が飲んだから～)             （陳2017）

 (12)??電車の中で私の足が踏まれた。

結果残存

 (13)(部屋に入った直後の発話)??あっ、コップが割れた。

     (→コップが割れている) 

 (14)??あっ、あそこに財布がある。

2023/11/15母語の知識を活かした日本語教育文法について

(→私は足を踏まれた)

(→財布が落ちている)
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8．受身

受身とは？

 図1において、受け手(Y)の立場から出来事を描く文型

 (15)×あいつの自転車、僕に乗ってこられたよ。(張2001)

→(15)は受身の定義には適っていて、対応する中国語の文は
自然だが、日本語としては不自然

出来事

与え手 受け手

× ×

X 影響 Y 図１
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8．受身

 (16)a.ＹがＸよりも話し手にとって重要なときは受身を使う

   特に、Yが話し手のときは、原則として、受身を使う

 (11)×その水は私に飲まれたから、別のを飲んだ方がいいよ。

 (15)×あいつの自転車、僕に乗ってこられたよ。

 (17)(私は)父に叱られたんだよ。(?父が私を叱ったんだよ。)

出来事

与え手 受け手

× ×

X   影響 Y
図１
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8．受身

 (16)a.ＹがＸよりも話し手にとって重要なときは受身を使う

   特に、Ｙが話し手のときは、原則として、受身を使う

視点ハイアラーキー(久野1978、陳2017)

 (19)日本語では次の順番で視点が置かれやすい(＝話し手にとっ
て重要度が高い)

  私＞私の～＞第三者＞もの

 (20)(19)でＹがＸより左にあるときに限り受身が使える

出来事

与え手 受け手

× ×

X 影響 Y 図１
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8．受身

視点ハイアラーキー(久野1978、陳2017)

 (19)日本語では次の順番で視点が置かれやすい(＝話し手に
とって重要度が高い)

  私＞私の～＞第三者＞もの

 (20)(19)でＹがＸより左にあるときに限り受身が使える

 (11)×その水は私に飲まれたから、別のを飲んだ方がいいよ。

 (15)×あいつの自転車、僕に乗ってこられたよ。

出来事
与え手 受け手

× ×

X 影響 Y

図１
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8．受身

 視点ハイアラーキー(久野1978、陳2017)

 (19)日本語では次の順番で視点が置かれやすい(＝話し手にとって重要度が高い)

  私＞私の～＞第三者＞もの

 (20)(19)でＹがＸより左にあるときに限り受身が使える

 (16)a.ＹがＸよりも話し手にとって重要なときは受身を使う

   特に、Ｙが話し手のときは、原則として、受身を使う

 (17)(私は)父に叱られたんだよ。(?父が私を叱ったんだよ。)

出来事

与え手 受け手

× ×
X 影響 Y

図１
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8．受身

 (16)b.Ｙが(19)を満たし(特にＹ＝話し手)、Ｚが「体の部分、持ち物」

   のときは「Ｙは(Ｘに)ＺをＶ(ら)れる」を使う

  (「ＹのＺが(Ｘに)Ｖ(ら)れる」を使わない)



 (21)a.○(私は)電車の中で足を踏まれたんだ。

   b.?? 私の足が電車の中で踏まれたんだ。

 (22)a.○(私は)自転車を盗まれたんだ。

 b.？ 私の自転車が盗まれたんだ。

出来事

与え手 受け手

× ×

X             影響 YのZ
図2
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8．受身

 (16)b.Ｙが(19)を満たし(特にＹ＝話し手)、Ｚが「体の部分、持ち

 物」のときは「Ｙは(Ｘに)ＺをＶ(ら)れる」を使う

 (「ＹのＺが(Ｘに)Ｖ(ら)れる」を使わない)



 (21)a.○(私は)電車の中で足を踏まれたんだ。

   b.?? 私の足が電車の中で踏まれたんだ。

←日本語は物主語の他動詞文を嫌う

出来事

与え手 受け手

× ×

X 影響 YのZ
図2
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9．結果残存

テイル形の基本用法

 (23)雨が降っている。 (進行中)

 (24)ドアが閉まっている。(結果残存)

→中国語話者には結果残存における誤用が多い(Cf.崔2009、
稲垣2015、冉2019)
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9．結果残存

結果残存に関する誤用

１)タ形による誤用

 (25)＜部屋に入ったときにコップの破片を発見したとき＞

 a. あっ、コップが割れている。

 b. あっ、コップが割れた。(=(13))

 c. 玻璃破了。
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9．結果残存

１)タ形による誤用

 (25)a. あっ、コップが割れている。(観察される状態)

 b. あっ、コップが割れた。   (<日>変化を見た)

 c. 玻璃破了。                (＜中＞変化を確認)

→日本語と中国語の論理の違い(ズレ)   

2023/11/15母語の知識を活かした日本語教育文法について

 

 

 

         変化時  発話時＝観察時          時間  

(25c)

(25a)
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9．結果残存

２)「いる、ある」による誤用(陳2009)

 (26)＜路上に財布を発見したとき＞

 あっ、道に財布が｛？ある／○落ちている｝。

 (27)＜帰宅した娘が母親に尋ねる＞

   お客さんが｛?いる／○来ている｝の？

←中国語では存在文

→特に、存在場所が関わる(26)タイプを考察

→陳(2009)とはやや異なる観点から考察
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9．結果残存

２)「いる、ある」による誤用(陳2009)

 (28)机の上に本が｛置いてある／○ある｝。(接触面「上」)

 (29)壁に絵が｛掛けてある／??ある｝。        (「横」)

 (30)天井にボードが｛貼ってある／??ある｝。  (「下」)

→日本語では接触場所が関わる存在表現では接触面が「上」の時
以外は「(いる)、ある」は使いにくく動詞を足す必要がある
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9．結果残存

２)「いる、ある」による誤用(陳2009)

 (28)机の上に本が｛置いてある／ある｝。 (接触面「上」)

 (29)壁に絵が｛掛けてある／??ある｝。          (「横」)

 (30)天井にボードが｛貼ってある／??ある｝。 (「下」)

 (28’)桌子上有一本书。 (「上」)

 (29’)在墙上有一幅画。 (「横」)

 (30’)天花板上有一块木板。(「下」)

→中国語の「上」(英語の”on”)には接触面による制限はない
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9．結果残存

２)「いる、ある」による誤用(陳2009)

・日本語では接触場所が関わる存在表現では接触面が「上」の時
以外は「(いる)、ある」は使いにくく動詞を足す必要がある

・中国語の「上」(英語の”on”)は接触面による制限はない

 (27)あっ、道に財布が｛？ある／○落ちている｝。

→誤用の原因は日本語側の特殊条件(接触面が「上」の時以外は
「(いる)、ある」は使いにくく動詞を足す必要)にあるのでは？
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10．日本語と中国語の表現法の違い

テキスト内で維持されるものの違い

 視点ハイアラーキー(久野1978,陳2017)

 (19)私＞私の～＞第三者＞もの

日本語では、(19)でYがXよりも左である時に限り受身が
使える。Yが「私」の時は受身を使うのが普通

2023/11/15母語の知識を活かした日本語教育文法について

              出来事          

        与え手    影響   受け手 

・        ・ 

Ｘ         Ｙ 
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10．日本語と中国語の表現法の違い

テキスト内で維持されるものの違い

視点ハイアラーキー(久野1978、陳2017)

 (19)私＞私の～＞第三者＞もの

 (28)私は太郎にたたかれた。  (Ｘ＝太郎(第三者)、Ｙ＝私)

 (29)??太郎は私にたたかれた。(Ｘ＝私、Ｙ＝太郎(第三者))

2023/11/15母語の知識を活かした日本語教育文法について

              出来事          

        与え手    影響   受け手 

・        ・ 

Ｘ         Ｙ 

 

36/42



10．日本語と中国語の表現法の違い

テキスト内で維持されるものの違い

視点ハイアラーキー(久野1978、陳2017)

 (19)私＞私の～＞第三者＞もの

 (30)a.猫がハムスターを追いかけている。

     b.ハムスターが猫に追いかけられている。

→猫の飼い主は(30a)、ハムスターの飼い主は(30b)を使う
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              出来事          

        与え手    影響   受け手 

・        ・ 

Ｘ         Ｙ 
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10．日本語と中国語の表現法の違い

 テキスト内で維持されるものの違い(陳2017)

 (31)＜テニス：中国 VS ロシア＞

 虽然郑洁没有失误，平均球速还是比莎拉波娃慢了20公里／小时，她的发球
局更容易受到攻击，莎娃也确实这样做了，连续回破加保发，瞬间扳平比分。
第9局，郑洁在0:40的情况下顽强地再次破发成功，可惜莎娃随后也完成了
连续第三、第四次的破发，避免比赛被拖入决胜盘。

  (直訳：鄭潔はミスしていないが、平均球速がシャラポワより20キロ／時
間も遅く、サーブも破られやすい。シャラポワも確実に(鄭潔のサーブを)
破り、連続的に(鄭潔を)攻撃し、デュースもきいているため、一瞬でスコ
アを引き分けにした。9セット目、鄭潔は0:40という状況の中で頑張って
サービスブレイクしたが、残念ながらシャラポワもその後、3回、4回で引
き続きサービスブレイクをし、試合が(鄭潔によって)最終セットに持ち込
まれるのを防ごうとしている)

 →中国語話者にとって「鄭潔」の方が「シャラポワ」よりも近いにも関わ
らず、「シャラポワ」を主語とする能動文が使われている

 →中国語では「動作主」を「主語」とすることが好まれる
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10．日本語と中国語の表現法の違い

 テキスト内で維持されるものの違い(陳2017)

 (32)＜テニス：日本 VS スペイン＞

 その後、第4ゲームで最後ダブルフォルトを犯した錦織は、この
ゲームをフェレールにブレークされ、ゲームカウント1-3とする。
錦織は第8ゲームもフェレールに翻弄され、このゲームもブレー
クを許し、ゲームアカウント2-6でこのセットを落とす。

 →日本語母語話者にとって身近な「錦織」が主題であり続ける

 →日本語では「主題」を維持することが好まれる(主題連鎖
Topic continuity. Givón(ed.)1983)

2023/11/15母語の知識を活かした日本語教育文法について 39/42



11．まとめ

本講演で取り上げた日中の「ズレ」

①受身：日本語は視点ハイアラーキーに従う傾向が強い

②結果残存「タ形」での誤用：日中の論理の違い

③結果残存「存在動詞」での誤用：日本語の存在表現に特異な制約

④テキスト内で維持されるもの：日本語は「主題」､中国語は「動作
主」

→こうした発想の違いから「誤用」や「非用」が生じる

→そうした「誤用」や「非用」は体系や論理のズレによるものに過
ぎない(庵2022)

→日本語教育文法は非日本語母語話者が最も力を発揮できる分野
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ご清聴ありがとうございました
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